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O.は じめに
r口頭表現6B」 クラスの基本方針 はr待 遇 コ ミュニ ケー シ ョン教育」1の 観点 から立
て られている。r待 遇 コ ミュニ ケー ション教育」とは、学習 者のr待 遇 コ ミュニケ… シ ョ
ン」能力を養い 、高めることである,,そ してその能力 とは、うま くコ ミュニケー シ ョン
を進 めてい くためにrコ ミュニケー シ ョン主体」2と して、状況や1場 面」(r人 間関係」
とr場」)コを考慮 し、r相 手」とお互いの 「意図」1を確かめなが ら、適 切なr表 現行 為」「理
解行為」」ができるこ とだ と考え られ る。この考えに墓づ き、実践 では、学習者の 「待遇
コ ミュニケー シ ョン」能力 を養い、高め るための授業 を行 うことを目指 した。
授 業は基本 的に「導入(意識化)一 基本練習一 応用 ・発展練習(実 践)一 ま とめ(定着)」と
い う流れで行 い、応用 ・発展練習には ロール プ レイ を採 り入れ た・本考察は応用 ・発
展練 習での ロールプ レイに焦点 をあて、実践での試み か ら、r待遇 コ ミュニケー ション
教育/学 習」における、効果的なロールブ レイの実施方法を検討、提案 する ものである、
1,授 桑の進 め方
まず 初めに、授.業の中での ロールプ レイの位置付けを確認す るため、実際の授業ヴ)流れ
に沿って、それぞれの活動を簡 単に述べる.
1.1導 入 と基本練習
導入 では、r学 習項 目に関心 を持 たせ、意識化 を図 るこ と」及び 「どのよ うな喪現 を獲
得 しているか確認す ること」を 目的 と して、学習者 の内省を行った。例えば、学習項 目
が 「依頼表現」の場合には、 「依頼を した』「依頼に応 じた」「断 った」な どの経験を学習 者
か ら引 き出 した・ また、基本練習ではr人 間開係」とr場 」を考慮 した表現がで きる、柔う
1「 待 遇 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン教 育 』0)」
,募本 的 な 規 定 は 蒲 谷(2003)ン 塾照 。
23柘rコ ミュ ニ ケー シ:」ン1チ ド」
、r場 面 」(r人 闘 関 係1とr場 」)、r意 図1、r表 現 行 為 』
「理 解 行 為 」 の 規 定 は 蒲 谷 ・川r1・ 坂 本 〔1998)参 照.
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に、色 々な表現形式 を提示 して口頭での練習 を行った。 表現例 はチャー トな どを利用
して提示 し、1相 手」レベル と「場」レベル6に よって異なる表現の習 得を 目的 とした。
1.2応 用 ・発展練習
応用 ・発展練習には ロールブ レイを採 り入れたが、それ は状況やr場 面1を 認識 ・
判断 し、適 切なr表 現行為」r理 解行為』がで きるよ うにす るた めには、状況やr場 面」
を与えた上での練習が必要 であ り、それ にはロールブ レイが有効だ と考えたか らであ
る、 ここでは、様 々な場面設定で ロール プ レイを行 うことで、基本棟習で学習 した表
現 を実際の揚で適切 に使用で きるようになることを 目指 した、
2.rロ 頭表現6B」 におけるロール プレイの実践
本章では考察の対象である、応用 ・発展練習 としての ロールプ レイについて、「実施
の流れ」r留 意点」r実 践の具体例」 とい う順に実践内容を見ていく。
2.1ロ ール プ レイ実施 の流れ
基本練習 の後、ス ク リブ トを用 い(資 料1参 照)、 学習 した表現を空欄に記入 しなが
ら、会話を完成 させ る作業 を行 った。ここでは、他に どの よ うな表現 が考 えられ るか、
似た表現の相違点は どこにあるのか、な どを検討す る他 、表記 もチ ェックした。その
後、完成 したスク リブ トでの会話練習を試み た.こ の練習 の 目的 はスク リプ トび)内容
を丸暗記す ることで はなく、学習 した表現が会話の中で どのよ うに使用 され るの かを
確認 し、正確 に発話 できるよ うにす る ことにある。またr相 手」 レベ ルσ)変化 に伴 う
表現の変化 を相対的 に捉えることを最 重規 し、 「相 手」 レベル σ)異なる ものを2、3パ
ターン用意す るよ うに した。 これ は、ぽぽ完成 され たシナ リオを用 いた会話練習であ
り、学習者には展開 を工夫す る自由はない。,
次にロール プ レイに入る。学習者は与え られた ロール カー ド(資 料2参 照)を 読み、
自ら展 開を考え、会 話 を作 り上げてい く。周 りで聞いている他の学習 者達 も、ただ聞
いているのではなく、r自分だ った らどの ような表現をするだ ろ うか」とい うこ とを考
えなが ら聞 き、観 察す ることが要求 され る、,実施後は、そ の日の学習 項 目であ る表 現
を適 切に使用で きたか、学習者は 自分が言いたい ことを表現で きたか、などを全員で
振 り返った.振 り返 りについては、発音や細 かい文法事項 よ り、r待 遇 コミュニ ケー
シ ョン教育」の観点 か ら全体の展開を重視 した。,その後、再度同 じロール ブ レイを実
施 して、必要な修正が行なわれたか 、振 り返 った内容 に学習者が納 得 したか、な どを
確認 した、 これが確認 で きて初めて一 つのロール ブ レイが終了 した 二とになる。
b「 根 手」 レベ ル
、 「場 」 レベ ル の 規 定 は 蒲 谷 ・川rい 坂.木(1998)参 照
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次節では、この一連の活動 を行 うにあた り、 どゾ)ような点に留意する必要があるの
か、実践 を通 じ、留意 した点、気づいた点を整理 してみ たい。
2.2実 施前の留意 点
2.2.1ラ ポールの形成
学習者の多 くが、教師7や 池の学習者の前で ロールプ レイをす るσ)は 「緊張 して恥ず
か しい」 とい う気持 ちを多少な りと も抱 えているよ うである。従 って、練習なのだか
ら、間違 えるの も当然であ り、恥ずか しい ことで はない、 とい うムー ドを作 る必要が
ある。 そのた め、特に学期序盤 は、 グルー プが変わ る ごとに 自己紹介や他 己紹介を行
い、そ こか ら多少雑談に広げた り、個々の 関心 を引き出 した りしなが ら、 ラポール の
形成 を 目指 した。
2.2.2学 習者に応 じた指示と目的意識
会話の展開は極力学習 者に任せ た方がよいと考 えるが、学習者が ただ好 きなよ うに
話せ ぱ よい とい うわけではない.個 々の学習者の習得度や能力 に応 じて、難易度の異
なる ロール プ レイ を用意 した り、学習者に よっては事前に細か い指示を与えた りす る
ことも必要であろ う・最 も重要 な ことは、今か ら実施す る練習が何を 日指 しているの
か、何 が表現で きれ ばいいのかを、学習者 と教師が と もに意識 す ることではないだ ろ
うか。その意味で 走)、課 され た ロー一ルプ レイ を,,Lく分 か らない まま処理す る とい う事
態 を避 けるため、実施前に学習者の疑問点を解消す るべ く準備時 間を取 るように した.
2.3実 施中の留意点
2.3.1場 面設定 と 「ロール」
ロール プ レイを実施す るにあた り、最 も重要で難 しい ことは場 面設定である、基本
的には、学習者が 日常遭遇す る可能性の ある状 況を設定 し、それ が現実 とな った時に 、
学習者がr場 面」を意識 して、言 いたい ことが言える よ うになれ ばいい と考 える。 そ
のためには、学習考 に本人 と異 なる役割を演 じさせ るのではな く、状 況やr相 手」は
様 かに設定 しても、学習者は本 人のままであ ることが望 ましい.従 って、学生 と教師、
学生 とアルバ イ ト先の上 司とい うよ うな ロール プ レイの場合は、教師や上司の役を学
習者に課す ことはせず 、教師が務 めた、教師 が相手をす ることで、学習者の発話に不
足 している部分があっても、質問 しなが ら何 が足 りないのか気づかせ る ことがで きる。
また、完壁 に言わな ければな らない、 とい うプ レッシャーか ら学習者 を解放す る意味




を増やす こととの兼ね合いが難 しい ところで もある。
2.3.2展 開の重視
r一緒 に映画に行 きませんか」rい いですね 、行 きま しょ う」とい うのは、誘 いの場
面で使用 され る表現 の一つではあ るが、これ・がr誘 い」の コ ミュニ ケー ションの全て
ではない。r一 緒に映画に行 きませんか」と言 うまでに どのよ うな展開があるの か、誘
いに応 じて もらった場合は どの よ うに謝意 を表すのか、反 対に断 られ た場合 は どの よ
うに応 じるのか、とい うような前 後の展開を考 え、表現す ることが非常に重要である。
同時に、 自分が言 いたい ことだ けを言 うのではな く、相 手の搬子 をよく見て、相手
の話すこ とを,仁く聞 き、それに対 して 自分が反応する とい う繰 り返 しによって 、コ ミ
ュニケー シ ョンが展開 していく二とを練習の 中で強 く意識 させ たい。 従って、 ロール
ブ レイの途 中で気にな る表現があった り、学習者が立ち往生す るよ うなことがあった
りして も、一 通 り終わ るまでは教師の側は口を挟 まないよ うに した。
2.3.3動 きの効用
学習者の緊張を和 らげるために も、常に着席 したままロールプ レイ を行 うよ り、時
には立って実施 してみ るの もよい。そ うする ことで ロールカー ドに 目をや る回数 が減
り、 自然に ジェスチャーが出た りす る。 実際に携帯電話や辞書な どを小道具 として用




ロール ブ レイ終了後は最初 に、 ロール ブ レイ を行った学習者本人に コメン トを求め
るように した。 「緊張 して覚 えていない」 と言 うこと もあったが、だんだん 「00と 言
って しまったが、良 くなかった と思 う」とかr言 いたいこ とは あったのに、表現が出
て こなかった」な ど、 自分 を分析す るコメン トが聞ける、kうになった。本 人が気にな
ったこ とはその場で解決す るように し、本人のr表 現意図」 を実現す るためには、 ど
の よ うな表現が考え られ るかを全員で検討 した。 個々の学習者 に とって、必要な表現
は異なっていて当然 であ り、それぞれ が様 々な表 現σ)中か ら、 自分に必要な表現を習
得 し、必要な場面で選択できるようになればよい と考 える。
その後、 どこが良かったか、 さらに改善するためにはど うした らよい か、な どを他
の学習者'からコメン トして もらった.こ れ 芒.〕当初 は、一言rう まかったゴ とい うよ う
な感 想に終始 しがちであったが、学習者 同士の親 しさが増すに連れ 、「○○ と言ったの
が、理由がよ く分か って良かった」 とかrこ の場合、△△ と言 った方が いい と思 う」
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な ど具体的 な指摘が聞かれた。 そ して最後 に、教師が感 想 を述べた り、気になった点
を指摘 した りした。 教師のコメン トを最後 に したのは、教師の言った ことが唯一絶対
の 「正解」 と捉 え られ る恐れ があ るか らである。
2.4.2納 得か ら定着ヘ
ロール ブ レイを行 った学習 者が、他の学習者や教師の コメン トに納得 した ら、再度
同 じロール プ レイ を行った。理解 も納得 もしていないのに、命ぜ られ るまま繰 り返 し
て も苦痛 にこそなれ 、表現の定着 は望めな い。 多少時 間はかか るが、 ここで学習者が
本当に納得す るか どうかが、学ん だ表現 を後々自分ゾ)もσ)にで きるか否 かを左右す る
と思われ る。従って、2回 目で も修正で きなか った点や 、新たに浮上 した問題,庶があ
る場合には、 さらに繰 り返す 必要 がある。
2.5ロ ー ルプレイ実施の具体例
実際の授 業におい て、上述 した点に留意 しなが ら、 どのよ うに ロール プ レイを行っ
たか、 ここでは 「許可求 め ・許 可与 えjの 回を例 に、具体的に見てい くことにす る、
〈資料1>は 、実際に使用 した スク リプ トの抜粋で ある。 こ こでr～ て もいいです
か」r～ させ ていただいて も、仁ろ しいで し,ようか」な ど、表現 を確認す る と同時に、許
可求めを行 う際に も事情説明が必要 であ ることなどを確認 した。
く資料1〉 スク リプ ト
ぐあい そうたい
1.あ な た は 具 合 が 悪 いの で 、 早 退 した い と思 って い ま す 。
授 業 が 始 ま る 前 に、 先 生 に 帰 って も い い か 聞 い て み ま し ょう 。
あ な た 「先 生 、す み ま せ ん、 。」
先 生rは い 、 ど う しま した?」
あ な たr実 は 朝か ら頭 が 痛 く て ・ ・ り。」
か ぜ
先生rあ ら、 風 邪?大 丈 夫 です か?」
あな たrは い … 。 申 し訳 あ り ま せ んが 、 o






く資料2〉 は、学習 者に渡 した ロール カー ドである。相手がアルバイ ト先の店長(相




く資料2>の ロールカー ドを渡 され た学習者 と、教師が実際に行った ロール プ レイ
を文字 化 した ものの 一部がく資料3〉 である。
〈資料2>ロ ーノレカー ド
てんらタう
◇相手=ア ルバイ ト先(フ ァミリー レス トラン)の 店 長
◇状況1ア ルバ イ トが終わ ったところ
◇課題=あ なたは毎週土曜日の午後、アルバイ トをしています。来週の週末、
国か ら友達が来 ることにな ったので、アルバィ トをほかの人 と菱替 し
たいと思っています。いいかどうか、店長に聞いてください。
〈資料3>S二 学 習者 丁=教 師
SIII重'長 。
T2は い 。
S3す み よせ ん 。 今 ち ょ っ とい い で すか.
「 4あ
、 い いで す よ.
S5あ の 元 々は 、 今 週 の 週 末 は 、 あ の裂、人 る時 問 です け ど、5年 ぶ りの 、 向 こ うか ら
5年 ぶ りの 友 達 が 今週 の週 末 来 る こ と にな って、 休み は取 って いた だ け ま せ ん か。
T6あ 一 、 」.二曜 日、 土曜 日で しょ。
S7は い、
T8.圧 二曜II、 お 客 さん が一一番多 い び)よね 一、,
S9ち ょ う どあ の 王 さん は 空 いて い ます か ら、 交 替 して い い です か 。
T10あ 一 そ う。 で も王 さん 、r[=曜IIは な ん か ほか の 」≠して る って
SUあ 、 この 前相 談 しま した、 大 丈 夫 で す.
T12あ 、 ほ ん とに?王 さん で も、 い っ も暇 な時 しか い ない か らね 、 大 丈 夫 か な 、
上曜rlの 仕 事 、 で き るか な あ。
Si3あ 一 、 ∫占 で きるカ・ノ£と思 し、ま づ『、,
TMあ 一 そ う。 じや 一 …
(後略)
ロール プ レイ実施後 、本 人か らの コメン トはなかったが、他の学習者 か らはrよ く
頑張った」 とい う声が相次いだ.一 人の学習者か らS13の 下線部についてr『 できる
と思 う』 と言 って しま うのは少 し失礼ではないか」 とい うコメン トがあった。 また、
S5下 線部にっいては、学習者か ら指摘 がなか ったた め、教師か らr『休みは取 ってい
ただけませ んか』って言っていたけれ ど… ゴと言 うと、それ ぞれが 「取って もよろ し
いで しょうか∫r取 らせ ていただけませ んか」な どを挙げて くれた。 これ らを踏ま え、
2回 目に実施 した際 、学習者は該当箇所 を次のよ うに訂正 した。
1回 目2回 目
r一応 … でき るかなと思います.』 →rま だ1週 閥 あるか ら、私が教 えます。』
r休みは取 っていただけませんか。」→r休 み、取 ってもよろ しいですか。」
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また、2回 目終了後 はr緊 張 したが、なん とか言 えた 」と安心 した様子 であ り、r『は
いはい』と言 って しまったが、良 くない と聞いたことがあ る」と反省 も忘れ なかった。
2.6反 省
ロール プ レイは、教室の中で学習者が主体的に関わる活動 として取 り入れ られ るこ
とが多いが、や り方に よっては、教師が命ず るままに学習者 が 「や らされ る」r言 わ さ
れ る」状態に陥 りかね ない。学習者が本 当に言いたいこ とを 自分の言葉で表現で きる
よ うになるための練習 であるはずが、果た してそ うな っていたか不安 と疑問が残 る。
また、相当考 えて場面設定 したつ も りで も、学習者 には実感 できない設定にな って
しまった こともあった。教師が相手 を した場合、教師 も会話 の展開に気 を取 られ、学
習者の発話のチェ ックが疎かに なって しま う二ともあった。 ロール プ レイの後は、発
音や文法の間違い などはま)まり指摘 しなか ったが、学習者 か らは細かい指摘 を望む声
もあ り、どこまでどの よ うに指摘 、修正すれ ぱよいのか、な ど反 省 と課題は尽 きない.
3.rロ ール プ レイの構造化』の提案
2で 述べた よ うな ロールプ レイを毎回実施 し、反省 と検討 を繰 り返 した結果、「学習
者の内 省→モデル 会話 提示→第1段 階 のロール プ レイ(会 話 の展開 を指示 した もヴ))→
策2段 階の ロール プ レイ(学習者 の判断で会 話を展 開す る もの〉→ 振 り返 り一→再 ロール
プレイ」 とい う順番で行 うことが、 「待遇 コミュニ ケー ション教育1と して効果があ る
のではないか とい う考 えに至った、 ロール プ レイ に段階 を設 ける、っ ま り、 ロール プ
レイを構造化す るとい うことである.こ の実践案に沿って、本章では「待遇 コミュニ ケ
ーシ ョン教育/学 習」の一つの方法 としてヴ)ロール プ レイを考察 して いく
。
3.1実 施 前につ いての提案
3.1,1学 習者の内省
応用 ・発展練習では、基本練習 で学ん だ表現 をでき るだけ現実に近いr場 面」で 自
然な談話単位 で使用 できるよ うにす るこ とが目的である。 しか し、基本練習 か らす ぐ
ロールプ レイに移行す ると、表現形式 に意識が行き、 自分のr意 図」を伝 える とい う
「気持 ち」の観点 が薄れて しま う。その よ うな ことを避 けるために も、ロール プ レイ
実施前に学習者 の内省 を促す 必要が あるだ ろ う.内 省 に時問をかけることで 、基本練
習か ら気持 ちを切 り替 え、ロールプ レイに集 中できるよ うにな るはずである。
内省の も う一つの重要な 目的は、学習者 自身の様 々な経験 か ら、 コミュニ ケー シ ョ
ンに成功 した理由、失敗 した理 由を引 き出 し、「気持 ち」(配 慮す ること)に 話 を広げ
意識化 させ ることで ある。今回の実践では導入の段階で 内省を行 ったが、学習者か ら
活 発な経験談 が出ない ことが時 々あ った。 やは り、授業 が始 まって問 もない段 階では
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急に思 い出せない ことも多 く、学習項 目へび)関心度 が低い段階 では内省の 目的 も明確
には理解 できないであろ う。 導入一基本練習 とい う流れ の中で 、学習者の経験が徐々
に蘇 ること、また基本練習では表現形式 を重視 している ことを考 える と、 ロールブ レ
イの実施直前に内省 を行 うことが有効であると考え られ る、,
3.1.2モ デル会話の提示
実践では機材の問題な どが あ り、主教材8の 中の会話文 をモデル会話 と して提示 した
が、視聴覚教材 ではなかったため、学習者には状況やr場 面」 をイメー ジす ることが
難 しかった よ うだ。 ロー一ルア レイ実施前 に ビデオを見せ た り教師が演 じた りして、モ
デル会話 を提 示す る 二とで、学習 した表現が実際には どのよ うに使用 され てい るかを
確認 できると思われ る、同時に会話 を展開する上でヴ)参考 に もなり、ロールブ レイを
実施す る時に、よ り自然でスムー ズな展開が期待で きるのではないだろ うか。
3,2実 施 につ いての提案
3.2.1ロ ール プ レイの構造化
事 前の指示についてはr詳 細 に指示を与える」か、1学 習者 が自ら状況 を判断 して会
話を展開する ことを期待 し、詳細 な指示は与えない3か 、 ロールブ レイの意義 と目的
を鑑み、い くっかの方法を検討 しなが ら試みた。
その結果、学習者が状況やr場 面」に配慮 しなが ら、 自分 自身4)r意 図 」を実現 で
きるコ ミュニケー シ ョン能力を身にっ けるためには、段階 を追 った指導が必要なので
はないか とい う考 えに至った.つ ま り、第1段 階 と してr指 示 を与 えた ロールプ レイj
を実施 し、第2段 階 として 「詳細 な指示は与えず、学習者 自身で判断 して、会話 を展
開す るロールプ レイ」を実施す るとい うことである、r指示 を詳細に与えた ロール プ レ
イは、 コン トロール された ものであ り、不 自然 で現実的ではないjと い う意見 もある
が、表現形式 の習 得を 目的 と した基本練習 の後で、具 体的な指示を与 えない ロールプ
レイ を課す と、学習 した表現形式 を使用す ることや、会話 をとにか く進め ることに一
生懸命にな り、展開 の工夫や 、相手へα.)配慮が疎かにな って しま う、そのために も弟
1段 階 、第2段 階 とロールブ レイを構造化 し、それぞれ の段階の 目的を明確に示 して、
ロールブ レイを実施す ることが定着に結び つき、結果 と して、現実 に同 じようなr場
面」に遭遇 した時に適 切な対応 ができるようになる と思われ る。
3.2.2第1段 階の ロールプ レイ
2で 述べたよ うに、今回の実践では基本練習の後、最初 にスク リプ トを用いて会話
8「Il本 語1!II題集2004-1』 頭 表 現(6)』
c授 業 内 、 宿 題 等 で 適 宜 活 用 した。
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を完成 させる作業 を行い、その後、会話 練習 を試み た。 実践では、この 括動を基本棟
習 とロールプ レイを単に繋 ぐもの と考 えていたが、振 り返 りを通 じて、 この活動 を第
1段 階の ロールプ レイ と認識 して指導す る重要性 を感 じてい る。
この段階で は、会話の型 を習得 させ るこ とを 目的 と し、具体的な指示 を与え、学習
者 に も演 じるとい うことを割 り切 らせ る.こ の ロール プ レイでは学習者 の 「意図」 が
表現 できない場合 もあ りうるが、こ こで会話展開 の型や表 現を正確に学 ぶ ことで 、次
の段階で 自分の状況判断による会話の コン トロールが可能 になると思 われ る。
3.2.3第2段 階 の ロールプ レイ
篤2段 階では、で きるだけ現 実に近い状況やr場 面」で、自然な 「表現行 為jr理 解
行為jが で きるよ うにすることが 目的 である。そ のた めに 日常のコ ミュニケー シ ョン
同檬 、学習者が 自分 自身で状況やr場 面1を 認識 ・判断 し、r相 手」の反応 を見 なが ら
会話 を展開す るよ うに、詳細な指示 を与えるこ とな くロー ルプ レイを実施する,、例 え
ば 「依頼表現 」の場合、第1段 階の ロー.ルブ レイであれ ば、依頼に 「応 じる1か 「断
る」か を指示す るが、第2段 階では、そ の判断 も学習者に任せ るとい うことであ る。
このよ うな2種 類の ロールプ レイを重 ねて実施す るこ とで、上述 したよ うに現実の
r場面」で適切に対応で きるコ ミュニケー ション能力 を養 うことができる と考 える.
3.3実 施後についての提案
3.3.1振 り返 りのポイン ト
ロール プ レイ実施後は、今回σ)実践 で も行 ったよ うに教 師、学習者 、他の学習者で
振 り返 りを行 う必要がある。 しか し、今回 は注 目すべ きボイン トを明確 に提示 してい
なかったため 、どこをどのように観 察すれ、ぱよい のか戸惑 う学習者 もいた。 従って、
段階 ごとに明確 なコメン ト内容を提示す ることに、kって 、集中 して観 察で きるのでは
ないか と思われ る、具体的 には下記の よ うな点 に絞 って振 り返 りを行 うことで、学習
者か ら適切な コメ ン トが引き出せる もの と期待す る,、
①第1段 階の振 り返 り;表 現形式 の正確 さに重点 を置いて コメン トし、文法や発 音 ・
イン トネー シaン にっいて も、修正す る。
②第2段 階の振 り返 り:コ ミュニケー シ ョンの仕方に重点を置 き、「相手」に不快 感 を
与 えないよ うな配慮のある表現行為 ができたか、r相 手」に応 じて もらえ る,kう な内
容 の工夫が できたか、相手の反応 を見ながら会話展開が できたか、な どを主 な観 察
点 とす る,、文法や語彙 、発音な どについ ては細かい訂正 はせず、 コ ミュニケー ショ
ンに支障があ るか どうか、または気 にな るか ど うか とい うレベル で修正す る。
3.3.2振 り返 りの 意 義
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上述 した ような内容で振 り返 りを行 うが、rコ ミュニ ケー シ ョン主体」のr表 現意図」
r理解意図」にずれ が生 じた場合 、双方に確認 して原因 を明 らかにす ることが必要で
あろ う。 また、違和感 ・不快感 を抱 いた場合の原因 も追求す る必要がある。 この よ う
にf気 持 ち」 を確認 しなが ら、 コミュニ ケー シ ョンの成功 、不成功 の原 因を一つずっ
明 らかに してい く二 とが、r待遇 コミュニケー ション教育」の第一歩であろ うと考 える、
その意味 で も、可能な らロール プ レイを録画 し、実施直 後に ビデオを見なが ら、学習
者のr表 現意図ゴr理 解意図」を確認す ることが最 も効果的なのではないだろ うか。
振 り返 りの後の ロールプ レイでは、具体例で見た よ うに指摘 された問題点が改善さ
れ る二 とが多い。、従 って、学習者の 自己修 正のために も振 り返 りの後、少 な くとも1
回 は同 じロールプ レイ を行 うこ とが必要であると思われ る、・
4.お わ りに
今回 の実践研究 を通 じて実感 した ことは、 コミュニケー シ ョン能力を養い、高める
ための教育で も、表現形式の練習か ら始め、学習者の習 得状 況を見なが ら、段 階を追
った活動 を進 め ると効果的だ とい うことである、そ して、段階 を追 った活動の有効性
に気づ いた ことか ら、実践の時は基本練習 とロールプ レイを単 に繋 ぐ活動 と考えてい
た会話 ス ク リプ トを用いての活動が、実は第1段 階の ロールブ レイ として重要 な意味
を持っていた ことに気づいた。 当時は活動の意味を明確に意識 しないまま授業に臨ん
で しまっていたが 、よ り効果的な指導法 を模 索す る中で、実践 で行 って きた活動に重
要な意 味付けがで きたことは、教育実習 と しても非常 に大 きな意義があ った。 学習者
が練習 目的を明確 に把握す るためには、 まず教師の方が練習 目的 を朋確に認識 して学
習者 を導 く必要が あるが、今後 ロール プ レイを実施す る時は、 ロールプ レイの第1段
階、第2段 階 とそれ ぞれを明確 に意識する ことで、充実 した活動が行 えると考え る。
同時 に、学習者 と共にロールプ レイに参加 し、また学 習者同士の ロール プ レイを観
察す る ことで、一段 とf待遇 コ ミュニ ケー ション」に対す る意識 と理解が深 ま ったこと
も大 きな成果である。今後 も今回の間題点 ・反省点 を生か して、様 々な実践を繰 り返
し、「待遇 コ ミュニケー ション教育/学 習」の具体的な方法 を探求 して いきたい。
【参考文献1
蒲谷宏 ・川U義・ 一・坂本恵(1998〕 『敬語表現』大修館書店
蒲谷宏 ・待遇 表現研究室(2003)「 「待遇コ ミュニケーション」 とは何か」『早稲田大学日
本語教育研究』第2り ・ 早稲 田大学大学院 日本語教育研究科
蔀谷宏(2003)「 「待遇 コミュニケーション教育∫の横想」『講座 口本語教育』第39分 冊
早稲 田大学 日本語研究教育セ ンター
(ブクシマ ヱ ミコ 修上課程1年 ・ヨシカワ カオ コ 修 十課程1年)
一22一
